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全 力 疾 走 !
宮城県議会議員庄田けいすけ 県政・活動報告

皆さんこんにちは。宮城県議会議員の庄田圭佑（しょう

だけいすけ）です。２月1２日より第３７１回定例会が招集

され、３月１７日（予定）迄の日程で開催されます。

今議会では、震災復興期間の最終年度となる仕上げの予

算が審議されます。令和２年度当初予算では、震災復興の

完遂に向けた取組に全力を挙げつつ、その姿を世界に発信

するとともに、復興需要の収束を視野に入れた地域経済の

活性化や各分野における人材確保対策、高等教育の修学支

援を含む教育・福祉の充実など、県政課題を解決するため

の施策を積極的・重点的に予算化されています。

なお、一般会計予算規模は１兆１,３３６億円（前年度比

＋２３３億円、＋２.１％）となり、平成２４年度を最高に

年々減少してきた当初予算額が８年ぶりに増加しておりま

す。これは、昨年１０月の台風１９号対応や、消費税率引

上げ分を財源とする幼児教育・保育の無償化や高等教育の

修学支援に要する経費が大幅に増えたことによります。

震災復興期間の最終年度の当初予算について、しっかり

と議論を交わし、慎重な審議に臨んで参ります。

①については、台風19号に伴う我が県の財政運営に
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さて、１月末には総務企画常任委員会にて、北九州地方

の県外調査を実施いたしました。調査先の詳細については

裏面に記載しておりますのでご覧ください。今回の調査先

の一つには、私が議会質問でも取り上げたRPAの取り組み

もありました。定型業務をロボットに代行させることで、

大幅な時間削減が可能になる取り組みです。

少子・高齢人口減少社会において、人員不足が叫ばれて

いる中、効率の良い行政経営に資する取り組みについて、

議会の場からもしっかりと提言して参ります。

今後の議会活動の参考とするために、県民皆様のご意見

を是非賜りたくご協力よろしくお願いいたします。該当項

目に〇とその理由をお書きください。

返信先FAX：050 - 3737 - 4421

(↑委員会県外調査にて、大分県でのRPAの取組みの意見交換時の一コマ)

県内のみならず全国で拡大している、鳥獣被害を食い止め

るために、私が議会に提案し、昨年１２月に設置された

「鳥獣被害対策調査特別委員会」を１月２１日に開催

いたしました。

この委員会は、イノシシなどの野生鳥獣による農作物被害

の拡大を防ぐため、ICTを活用した被害対策やジビエの利用

に向けた先進事例等の調査を通し、１１月の議会に報告書を

提言する方針です。

２０１８年度の鳥獣

による農作物の被害

額は１億４０００万

にも及んでおり、そ

の対策は喫緊の課題

となっております。

宮城県美術館の移転に 賛成 ・ 反対

理由:

宮城県美術館の解体に 賛成 ・ 反対

理由:

交流人口拡大に資する宿泊税に 賛成 ・ 反対

理由:
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皆様の声をお聞かせ下さい！

宮城県議会議員
庄田圭佑事務所

宮城県政へ一言‼ ＦＡＸ 050-3737-4421

1月28日から30日の日程で、総務企画委員会の県外調査

を実施いたしました。今回は九州地方へ伺い、長崎県の長

崎県立大学の実学重視の取り組み、佐賀県の日本遺産活用

による地域活性化について、大分県でのRPAの取り組みや、

福岡県の総合計画について等、総務企画委員会が所管とな

る各種事業の調査を実施いたしまた。

今後はこの調査で得られた知見等を議会や委員会を通じ

て宮城県政に反映させてまいります。

恒例となった毎年春と夏のインターン活動がスタートしました。今回庄田事務所では４人の学生を受け入れていま

す！それぞれに意気込みを伺いました。２か月間どうぞよろしくお願いいたします。

「RPA」とは、ロボティックプロセスオートメー
ション（Robotic Process Automation）の略です。
具体的には「ロボットによる業務自動化」を表す言

葉です。ホワイトカラーの定型的な業務を、パソコン
やサーバ上にあるソフトウェア型のロボットが代行・
業務自動化を実現するものです。
自治体での導入は茨城県が先行しており、実証実験

では対象４業務で職員の労働時間86.5%の削減効果が
あったと判明しています。宮城県でも昨年８月より実
証実験がスタートしており、今後の効果が期待されて
います。

コ ラ ム

←佐賀県有田町での外国人を

招聘して有田焼の産業振興を

意図した「クリエイティブプ

ラットフォーム形成事業」に

ついて調査を実施。

大分県では危機管理体制の充

実について調査を実施。大規

模災害が起こっても国や他県

からの支援スタッフも十分に

収容できる最新鋭の防災セン

ターも視察致しました。→

←福岡県にて宿泊税にいて調

査を実施。年間１７００万人

泊が訪れる同県の観光振興財

源となる予定。政令市の福岡

市・北九州市とも調整し二重

課税を回避しています。


